
平成 27 年 1月隠岐支庁県土整備局企画調整スタッフ 

防護柵等の景観に関するアンケート結果について 

 

１）目的 

隠岐世界ジオパークに相応しい良好な景観形成を図るため、少なからず景観への影響が

ある道路等の防護柵や標識柱等の色彩を安全面での機能確保や経済面を考慮した上で色彩

を出来るだけ統一し、隠岐地域の景観向上を図りたいと考えています。 

そのため、島内在住者を対象にご意見を伺いみなさんの声が反映されたルールづくりを

進めたいと考えアンケート調査を実施しました。 

アンケートにご協力いただき誠にありがとうございました。 

 

２）方法 

方 法 ：メール及びアンケート用紙配布による調査 

対 象 者 ：隠岐島内在住者 

実施期間：平成 2６年 12月１０日〜平成２７年１月２８日 

回 答 数 ：２４４件（回収率７３％） 

 

３）集計結果 

（１）景観の関心度について 

・『まちなみや自然などの景観に関心がありますか？』について、約 9 割が“関心がある”

と答えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）隠岐の景観の魅力について 

・『隠岐の景観についてどのように感じていますか？』について、約 7 割が“魅力を感じる”

と答えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）景観上大切な公共施設について【複数回答】 

・『お住まいの地域で、景観上大切にしたいと思う公共施設は何ですか？』について“港”、

“道路（橋梁含む）”、“河川”が上位３施設となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）景観に配慮して公共施設を整備することについて 

・『道路等の公共施設で景観に配慮して整備することは、重要だと思いますか？』について、

８割を超える人が“重要”と答えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）防護柵の色について 

・『防護柵（ガードレール、ガードパイプ）はどの色がよいと思いますか？』について、“ダ

ークブラウン４３％”、“グレーベージュ１７％”の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他の意見としては、“景観を邪魔せずかつ注意喚起できる色が良い”、“ほかに適した

色があると思う”、“周囲の状況しだい。よって判断不能”、“場所で適切なカラーがあると

思う”、“木製がいいと思う”、“使用する場所に合わせて推奨色の中から選べば良い”、“こ

の３色にこだわる必要はない”、“パイプに色があってもよいが、レールが濃い色はおかし

い”、“隠岐らしい（象徴する）色があるなら上記以外でも良い”、“周りを海に囲まれてい

るので水色が良いのでは”など 



（６）防護柵等の色彩の統一化について 

・『道路の防護柵や標識柱等の色彩を統一することについてどう思いますか？』について、

約 6 割が“重要”と答えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他の意見としては、“無彩色という統一がとられている”、“一律に色を指定すること

は、本当の景観配慮には繋がらないのではと思う。折角ここまで、こだわるのであれば、

大変ですがとことんやるべきではとも思う”、“統一感か、調和かのどちらを選択は、大変

難しいと感じています”、“知夫村の赤壁から赤ハゲ山へ向かう道路のガードレールは「白」

ですが、狭い、曲がりくねった道を通って山頂へ向かう途中では、ある意味「視線誘導」

的な役割で安心感がある。”、“場所に応じて、色を使いわけて頂きたい”など 

 

（７）こげ茶色のガードパイプの印象について 

・『写真の隠岐の島町内にあるガードパイプの印象はいかがですか？』について、８割を超

える人が“気に入った”と答えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（８）その他の意見 

・安全面を重視してガードレールは白が良い。 

・デザインに工夫がほしい。 

・夜は見えにくい。 

・自然に合っているが、色として夜間は大丈夫か気になります。 

・美しい自然の中で人工物ほど醜い物はないので自然と調和が大切。 

・観光重視ならもっとマッチしたガードレールを・・・など 

 

（９）回答者の属性 

年齢                   出身地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）考察 

○景観に関心を持っている人が約 9 割、景観への関心の高さがうかがえます。 

○隠岐の景観に魅力を感じている人は約 7 割、魅力の高い地域といえます。 

○景観上大切な公共施設では、“港”、“道路”を選択する人が多く、この二つの施設が景観

上特に配慮が必要な施設と考えられます。 

○景観に配慮して公共施設を整備することが重要と考える人は約８割を超えており、整備

する上で重要な要素であると考えられます。 

○その一つの手法としてガードレールや標識柱等の色彩を統一するということに関しては

約６割の人が重要と考えています。 

○色彩はダークブラウン（こげ茶色）がもっともよいとの結果でした。 

 


